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  (百万円未満切捨て)

１．2020年３月期第２四半期の連結業績（2019年４月１日～2019年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2020年３月期第２四半期 16,203 △0.0 1,365 1.5 1,371 △19.3 1,432 39.1 

2019年３月期第２四半期 16,207 △5.5 1,345 △48.9 1,699 △33.2 1,029 △44.9 
 
（注）包括利益 2020年３月期第２四半期 818 百万円 （△53.4％）   2019年３月期第２四半期 1,755 百万円 （△20.0％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

2020年３月期第２四半期 114.66 － 

2019年３月期第２四半期 80.49 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

2020年３月期第２四半期 56,147 51,352 90.3 4,115.76 

2019年３月期 56,656 51,606 90.4 4,017.45 
 
（参考）自己資本 2020年３月期第２四半期 50,702 百万円   2019年３月期 51,212 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2019年３月期 － 40.00 － 15.00 55.00 

2020年３月期 － 15.00       

2020年３月期（予想）     － 15.00 30.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

３．2020年３月期の連結業績予想（2019年４月１日～2020年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 32,000 2.3 2,000 15.2 2,000 6.5 1,800 440.5 146.11 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年３月期２Ｑ 18,232,897 株 2019年３月期 18,232,897 株 

②  期末自己株式数 2020年３月期２Ｑ 5,913,689 株 2019年３月期 5,485,416 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2020年３月期２Ｑ 12,496,613 株 2019年３月期２Ｑ 12,795,183 株 

 

 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

(将来に関する記述等についてのご注意) 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたって

の注意事項等については、添付資料P.3 「１．当四半期決算に関する定性的情報 (3)連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。 

 

(四半期決算補足説明資料の入手方法について) 

 当社は、2019年10月21日(月)に機関投資家及びアナリスト向け説明会を開催する予定です。この説明会で配布する

四半期決算説明資料については、開催後速やかに当社ホームページに掲載する予定です。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間における世界経済は、米国においては良好な雇用・金融環境を背景に個人消費は堅調

に推移する一方で、製造業の景況感は一段と低下しました。中国においては、米国による関税引き上げの影響を受

けて米国向け輸出は減少したものの、自動車生産やインフラ投資に持ち直しの兆しが見られます。新興国・地域で

は米中貿易摩擦などを背景に世界経済の減速感が強まる中で通貨安となり、また、輸出は引き続き低迷しました。

わが国経済は、所得と個人消費の回復や、設備投資が増加基調にあるものの、先行き不透明感や消費税増税後の国

内消費の落ち込みへの懸念から景気に足踏み感がみられます。また、米中貿易摩擦の激化や日韓の緊張の高まり、

英国のEU離脱問題の継続など、当社を取り巻く環境は予断を許さない状況が続いております。

 このような状況の中、当社グループでは、更なる成長を目指すため、「現場を大切に、足元を固める」を今期の

経営基本方針とし、グローバル競争の激化を始めとする環境の変化に迅速に対応することで企業価値の向上及び株

主価値の最大化を目指してまいります。

 

 当第２四半期連結累計期間の売上高は16,203百万円（前年同期比0.0%減）となり、営業利益は1,365百万円（前

年同期比1.5％増）、経常利益は1,371百万円（前年同期比19.3％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は

1,432百万円（前年同期比39.1％増）となりました。 

 

各セグメントの概況は次のとおりであります。

 

「エンプラ事業」

 プリンター用部品は、国内主要顧客からの受注が減少しました。また、その他エンプラ製品は顧客の生産調整な

どの影響を受け、低調に推移しました。この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は6,712百万円（前年同期

比9.8％減）、セグメント営業損失は349百万円（前年同期は201百万円のセグメント営業利益）となりました。

 

「半導体機器事業」

 米中貿易摩擦や韓国への輸出管理強化等の不透明要素が懸念されたものの、各種ICテスト用ソケット、バーンイ

ンソケットは、米国、中華圏における販売が引き続き好調に推移しました。この結果、当第２四半期連結累計期間

の売上高は7,244百万円（前年同期比20.9％増）、セグメント営業利益は1,217百万円（前年同期比127.9％増）と

なりました。

 

「オプト事業」

 光通信関連の光学デバイスは、市場の競争環境の変化により力強さを欠きました。ＬＥＤ用拡散レンズは、液晶

テレビ市況の悪化と市場の競争の高まりを受けて受注が減少しました。グローバル生産体制の見直しによる製造原

価の低減はあったものの、当第２四半期連結累計期間の売上高は2,245百万円（前年同期比18.9％減）、セグメン

ト営業利益は497百万円（前年同期比18.5％減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は56,147百万円となり、前連結会計年度末比508百万円の減少とな

りました。流動資産につきましては392百万円減少しました。主な変動要因は未収還付法人税等で907百万円、その

他で136百万円増加し、現金及び預金で1,283百万円、原材料及び貯蔵品で107百万円減少したことによるもので

す。固定資産につきましては115百万円減少しました。これは、投資その他の資産で495百万円、無形固定資産で

284百万円減少し、有形固定資産で664百万円増加したことによるものです。

 負債は4,795百万円となり、前連結会計年度末比で254百万円減少となりました。流動負債につきましては221百

万円減少しました。主な変動要因は未払金で249百万円、買掛金で84百万円減少し、その他で111百万円増加したこ

とによるものです。固定負債につきましては33百万円減少しました。主な変動要因は訴訟損失引当金で474百万円

減少し、その他で431百万円増加したことによるものです。

 純資産は51,352百万円となり、前連結会計年度末比254百万円の減少となりました。主な変動要因は自己株式で

1,332百万円、為替換算調整勘定で677百万円減少し、利益剰余金で1,489百万円増加したことによるものです。そ

の結果、自己資本比率は90.3％となり、前連結会計年度末比で0.1ポイント減少しております。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 2019年10月18日に公表しました連結業績予想から修正は行っておりません。 

- 3 -

㈱エンプラス(6961)2020年３月期　第２四半期決算短信



２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2019年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2019年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 25,405 24,121 

受取手形及び売掛金 7,010 6,987 

製品 983 924 

仕掛品 572 611 

原材料及び貯蔵品 1,425 1,318 

未収還付法人税等 114 1,022 

その他 1,319 1,455 

貸倒引当金 △11 △15 

流動資産合計 36,818 36,425 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 3,044 2,973 

機械装置及び運搬具（純額） 1,806 1,610 

土地 6,792 6,786 

その他（純額） 1,520 2,458 

有形固定資産合計 13,164 13,828 

無形固定資産    

ソフトウエア 331 372 

のれん 1,484 1,305 

その他 445 297 

無形固定資産合計 2,260 1,976 

投資その他の資産 4,413 3,917 

固定資産合計 19,837 19,722 

資産合計 56,656 56,147 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2019年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2019年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 1,325 1,241 

未払金 860 611 

未払法人税等 328 325 

賞与引当金 505 532 

役員賞与引当金 40 17 

その他 862 974 

流動負債合計 3,923 3,702 

固定負債    

退職給付に係る負債 45 55 

訴訟損失引当金 474 － 

その他 605 1,037 

固定負債合計 1,125 1,092 

負債合計 5,049 4,795 

純資産の部    

株主資本    

資本金 8,080 8,080 

資本剰余金 7,569 7,547 

利益剰余金 48,997 50,486 

自己株式 △14,130 △15,463 

株主資本合計 50,516 50,651 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 312 345 

為替換算調整勘定 383 △294 

その他の包括利益累計額合計 696 51 

新株予約権 262 312 

非支配株主持分 132 336 

純資産合計 51,606 51,352 

負債純資産合計 56,656 56,147 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2018年４月１日 
 至 2018年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2019年４月１日 

 至 2019年９月30日) 

売上高 16,207 16,203 

売上原価 9,098 9,259 

売上総利益 7,108 6,943 

販売費及び一般管理費 5,762 5,577 

営業利益 1,345 1,365 

営業外収益    

受取利息 70 105 

受取配当金 9 9 

スクラップ売却益 11 32 

為替差益 389 － 

固定資産売却益 － 49 

その他 30 41 

営業外収益合計 510 239 

営業外費用    

固定資産賃貸費用 11 9 

持分法による投資損失 140 98 

為替差損 － 99 

その他 4 26 

営業外費用合計 157 233 

経常利益 1,699 1,371 

特別利益    

固定資産売却益 5 34 

訴訟損失引当金戻入額 － 380 

特別利益合計 5 415 

特別損失    

固定資産売却損 0 12 

減損損失 71 1 

その他 1 0 

特別損失合計 73 13 

税金等調整前四半期純利益 1,631 1,772 

法人税、住民税及び事業税 696 433 

法人税等調整額 △119 △129 

法人税等合計 577 304 

四半期純利益 1,054 1,468 

非支配株主に帰属する四半期純利益 24 35 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,029 1,432 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2018年４月１日 
 至 2018年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2019年４月１日 

 至 2019年９月30日) 

四半期純利益 1,054 1,468 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 32 33 

為替換算調整勘定 674 △686 

持分法適用会社に対する持分相当額 △5 3 

その他の包括利益合計 701 △649 

四半期包括利益 1,755 818 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,728 788 

非支配株主に係る四半期包括利益 27 30 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、2019年１月４日及び2019年４月26日開催の取締役会決議に基づき、自己株式428,200株の取得を行いまし

た。この結果、当第２四半期連結累計期間において自己株式が1,332百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末に

おいて自己株式が15,463百万円となっております。

 

（会計方針の変更）

 第１四半期連結会計期間より一部の海外子会社においてIFRS16号「リース」を適用しております。当該会計基準の

適用にあたり、当社グループは経過措置として認められている累積的影響を適用開始日に認識する方法を採用してお

ります。

 この結果、当第２四半期連結貸借対照表において有形固定資産の「その他」が743百万円、流動負債の「その他」

が192百万円、固定負債の「その他」が552百万円増加しております。

 なお、この変更による当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。
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